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研究期間
経常研究

・CNFの添加がPPの機械的性質にあたえる影響を調査しました。
・このとき試験温度を変え、耐寒性、耐熱性にあたえる影響を調査しました。

・射出成形品は、製品にそりをはじめとする変形を生じることがあります。
・変形は、製品品質に影響する重要な要因であり、効率的に評価すること
を検討しました

CNF複合樹脂の物性評価と射出成形手法の確立

＋ →

・CNFを添加したことでPPの射出成形性がどう変化するかを調査しました。

・CNFを添加すると、粘弾性率は高くなり、流動性は悪くなりました。
・CNFの添加量10%までは、一般的なPPと同じように射出成形できました。

・成形品の品質を確認するうえで、CNF添加量の把握は重要です。
・そこでDSCでCNF添加量の推定を試みました。

図 試験温度と引張強さの関係 図 試験温度と弾性率の関係・県産バイオマス由来のCNFの抽出をおこないました。
・このCNFを1%添加したPPの射出成形を試み、射出成形できました。

1サイクル目 2サイクル目

・測定は、昇温-冷却を2回おこないました。
・ CNFを添加すると融解熱量、結晶化熱量が、変化しました。

・引張強さ、弾性率は、低温になると高くなり、高温になると低下しました。

射出成形品のCT像 PPと10%CNFの変形量比較結果

y = 0.2439x - 70.911
R² = 0.3488

y = -1.3621x + 109.58
R² = 0.9126
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y = 1.3067x - 106.61
R² = 0.868

y = -1.3986x + 110.35
R² = 0.9284
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（第2報）


